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概要・ 実施体制 ゾウリムシ属の多様な種と重要株を永久保存するため、解凍後に安定して生細胞を得ることができる技術を
開発する。 

成果 【概要】 
ゾウリムシ属の Paramecium aurelia（ヒメゾウリムシ）と P. caudatum（ゾウリムシ）では DMSO を用

いた凍結保存の成功例が複数の論文等で報告されているが、生存率が低く再現性が不安定なために実用化は
されていない。そこで、自家生殖能力のない種では、低温 （約 10℃）で分裂速度を抑えて系統保存が行なわ
れているが、細胞分裂回数に依存した老化と変異の蓄積は避けられず、安定して高い生存率が得られる技術
開発が喫緊の課題である。平成 29 年度は、P. caudatum と P. bursaria  （ミドリゾウリムシ）を使用して緩
慢凍結法と急速凍結法で解凍後に生存細胞が得られる条件の検討を試みた（事業代表者 山口大学特命教授 
藤島政博 ︔事業協力者 石巻専修大学教授 芳賀信幸、島根大学准教授 児玉有紀、筑波大学名誉教授 高橋三保
子、北陸先端大学大学院大学准教授 松村和朗、信州大学准教授 秋山佳丈 ︔研究補助員 山口大学学術研究員 
北畠聖子）。その結果、DMSO を用いた凍結保護液と-80～-84℃のフリーザーを使った緩慢凍結法で、解凍
後に P. caudatum と P. bursaria の生存細胞を得ることに成功し、現在、解凍後の生存クローンの細胞分裂
速度、有性生殖能力および稔性への影響が調べられている。石巻専修大学は、安定して数％の生存細胞が得ら
れる条件を見いだし、解凍後の P. caudatum から 24 クローン以上を得た。さらに、液体窒素で凍結した P. 
caudatum からも解凍後に 3 クローンを得ることにも成功した。山口大学では解凍後の P. caudatum の生存
率が最大 29%に達する条件を見いだしたが、クローン化はできていない。しかし、解凍後の P. bursaria か
らクロレラを維持した 5 クローンを得ることに成功し、安定して再現できる条件の検討を行っている。現在、
解凍後の生存細胞の出現率をさらに高め、かつ、生存細胞のクローン化を妨げる主要因の回避と治癒の検討
を行っている。 
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